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Abstract：The purpose of this study are  to show the main component and effects of training program for 
school organizaion management based on Theory of School Organization Development. (SAKO 2011)
 Main components of the program were, ① understanding characteristics of school organization and  necessity 
of organization management (session 1), ② understanding virtuous cycle model of educational activities and  
collaboration in schools (session 2), ③ understanding end motivating to implement topical methods of making 
and sharing of school vision  and topical methods of collaborative improvement of educational activities 
(session 3 & 4). Distinctive educational methods  of the program were to use case-based learning and emphasis 
on group work for inplementation of  school management.
　Some cases adopted by the program were examples of action research based on Theory of School 
Organization Development. 
　The effectiveness of the program was evaluated by trial survey was administered for 37 vice-principals. 
Main results of effects of the program were as follows.
　1) Ratings of understanding and availability of the session 1 〜 4 were mostly positive. The objects of the 
program were understood and recognized by the almost all students.
　2) From analysis of free description data, the most impressive or useful component for students were’ method of 
visualization and sharing school vision (session Ⅲ). ’ The second most common item was’ characteristics of 
school organization (session Ⅰ), ’ and the third was’ role of administrative and managerial staff’ (all sessions).
　3) Some students showed the willingness to implement some learning contents in actual setting in their schools.
  From these results and the preceding study(Sako 2014), it was suggested that this programi had effectiveness 
for preparing administrative and managerial staff to understand bosth theoritical background and ususeful 
methods of school organization management.　
Keywords：school organization management, theory of school organization development,school vision, 
teachers'collaboration,traing program for managerial staff in schools
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○ PDCAがどこで回っているかということ。常時指導の中で PDCA を回す仕組み作りをするということ
○学校組織マネージメントの必要性がはっきり理解できたこと
協働学校組織マネージメントの言葉だけを漠然と理解していたが，学校の教育力を教職員の協働により高めていくことだと気づいた。
管理職の役割協働学校ビジョンはトップダウンで示されてくるものだと思っていたが，その作成から全教員の協働を生み出すことが大切であり，本当のビジョンになるということが分かった。
内発的動機づ
け協働学校組織特性
○学校組織というものが，個業型になりやすい。マネージメントしないと個業型になってしまうということを理論的に理解できた。
○実態を教職員で話し合い，事実から自分たちの考えをまとめていくことで，内発的に動機付けられた教育活動ができる。また，具体
的な活動を書くことで，可視化を行うことが大切であることがわかった。
実践化管理職の役割学級ビジョン作成
○本校では組織づくりが課題であるので，今回のビジョン作成の研修を是非とってみたいと思った。
○学校経営を行うには全教員で協働しながら行うことが大事である。校長からおろされるビジョンではなく，教員一人一人が子ども達
のためにやる気を持って進めていくことが大切である。
その他自らが変わっていこうという気持ちをもって行動すること
学校組織特性○教職員は何もしなければバラバラになる。○まず教職員が自ら考え解決しようとしなければいけない。
学校ビジョン
作成
○ビジョン共有の具体的な方法，全教員の参画したビジョンづくりの方法
○全員でビジョンを共有し，目的に向かって進むためには，共に考え，共に作りあげる具体的なものが必要だということ
学校ビジョン組織というと個々で対応することの方が多いと思っていたが，職員で共有することで学校が良くなっていくことが再認識できた。
内発的動機づ
け学校組織特性
○学校は本来バラバラな組織で標準化が図りにくいと言うこと。だからこそ学校組織マネージメントの考えで進んでいかなければなら
ないということ
○校内でも組織的に取り組むということは校長のリーダーシップのもとできていると思っていたが，教師一人一人が内発的動機付けに
よって動けているかというとまだまだの現実を思いしらされた。
管理職の役割学校組織マネジメント
○学校経営や組織マネージメントについて漠然としたイメージであったが，明確になった。
○管理職として教育活動の中で具体的にどう取り組んでいかなければならないか明確になった。
学校ビジョン
の作成
学校組織マネ
ジメント
○マネージメントの質によって学校の教育力が大きく左右される。そのため，実態，背景，課題，願いをよくふまえ，質の高いマネー
ジメントを行うことがたいせつである。
○学校ビジョンを全教職員で作成していくことで，課題がぶれず協働的に実践していくことができることがわかった。このような実践
が学校の教育力を高めることになると改めて感じた。
学校ビジョン
の作成学校ビジョンの作成についての流れが理解できた
常時指導の改
善協働
学校ビジョン
の作成
○学校ビジョンは管理職が作成して示すのではなく，教職員が作成から参画することにより，児童の共通理解の場が増え，実際に機能
するようになること
○学校現場での取組はその活動が児童の実態把握から始まり RPDCAが実践の中で働くようにすることの大切さを学ぶことができた。
管理職の役割学校ビジョンの作成
○ベクトルの合わせ方に目的をしっかりとさせておく。
○うずしおを回すための管理職の評価。ほめることを忘れずにしていきたい。
常時指導の改
善学校組織特性
○学校組織はほうっておくとばらばらになるのが当たり前という認識からスタートすべきであること
○年度当初，授業研究等のみではなく，常時指導の改善の中で RPDCA サイクルを教員個人個人が回していくことが大切であること。
その他○新しいシステムを開発することに視点が向きすぎていた。○日常を見つめ直し，できることからはじめるシステム
教育活動の良
循環学校組織特性
○個力型問題解決の陥りやすいこと。
○教育活動の良循環サイクルの方法
学校組織特性学校ビジョンの作成学校組織はもともとばらばらであること（ビジョンづくりの際に十分な議論が必要）
実践化協働○トップダウン的なイメージが強かったが，組織マネージメントについては，協働型の運営であるべきことがよくわかった。○職員室の中にワークショップの成果物をコーナー化して掲示しているが，それをもっと意識できるよう環境を整えていきたい。
根っこの課題学校組織特性○学校の特徴として「個業」に陥りやすく放置すればばらばらになってしまうこと○「根っ子の課題」ということ
実践化その他難しい事だと思っていたが，自分たちにできることは何か！？何をしなくてはいけないか！？そこから始めていこうと思う。
実践化学校ビジョンの作成
○学校ビジョンは管理職が示すものだと思っていたが，全職員が課題を共有し，取組を具体化し，ビジョンを打ち立てる方法を学ぶこ
とができた。新たな意識を持つことができ，学校で実践したい。
○組織マネージメントはやはり全教職員と共有にあることに気づいた。
実践化学校ビジョンの作成
○学校の目標や課題を管理職だけでペーパーに記載しても職員と共有するのは難しいが，全職員で協議（ワークショップ）して考えた
ものは，職員のやる気にもつながるので，共有の仕方に工夫が必要であると思う。
○今日研修した作成の仕方が有効と思うので今後（年度の途中や年度末）に生かしていきたい
管理職の役割校内研修の役割
学校ビジョン
の作成
○教員の内発的動機付けを高めるために，学校ビジョンを教員が意見を出し合い考えていくこと（ビジョンとは校長が考えるものだと
いうイメージがある。）
○ビジョンを達成していくための校内研修の役割
学校組織マネ
ジメント
個力対応型学
校経営の限界
○エースで乗り切る学校経営をしがちだが，それではだめで個々の教員の意思疎通のもと組織として取り組むことの必要性を実感した
○学校組織マネージメントの考え方は，児童，生徒の最善の利益の追求であることを改めて感じた。
学校ビジョン
の作成
○ビジョンが学校から考えていたが，実際の児童生徒の課題から発想していくことを再認識した。
○教職員が何をするかの発想がやはり今までやっていることの繰り返しになっているので，転換が必要ということがわかった。
学校組織マネ
ジメント学校組織特性
○学校組織マネージメントが難しいという点
○教員はそもそもバラバラの仕事をしてしまうものであること
学校ビジョン
の作成組織的対応
○組織としての対応の重要性をあらためて実感した
○ロマンを感じるビジョン作成に共感を覚えた
根っこの課題○違いや気づきは大きなものでなく，理論づけができたことにある。○これまでの実践の課題の根っ子にある学校の課題の存在が明確となった。
管理職の役割協働管理職のリーダーシップが重要であるが，全教職員の共通理解が大変重要であると改めて感じた。
学校組織特性学校は放っておくと個業型のバラバラな組織になること。だから管理職が必要である。
教育活動の良
循環サイクル
学校組織マネ
ジメント
○個別最適を認識しながら，学校力を高めるための組織マネジメントの重要性
○常に PDCAは教職員のレベルで行われる必要性
協働学校ビジョンの作成
○協働で学校としての中心課題を考えるプロセスはその作業自体が学校の問題点の共通理解の場であることを感じた。
○分かりやすく響き易いことばで！！
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校長のリーダーシップが強調され，そのことがトップダ
ウン的な学校経営こそが望ましいとのイメージを管理職
がもたざるを得ない状況にあるのではないだろうか。し
かし，現実には，そのような学校経営は，管理職にとっ
て困難であるばかりか，そのことによって学校改善が進
展する見通しが持てないものとなっていると思われる。
本研修では，学校組織マネジメントを，協働による組織
化を基軸として展開させることとし，その具体的な方法
論を習得させる内容となっていることから，受講生の中
には，トップダウン的でなく教職員とビジョンを共有し
て進める学校経営への見通しや可能性が見出せた者が相
当あったと見るべきであろう。
　次に実践化の言及について結果を紹介しておこう。
　明示的に研修内容の実践化に言及したのは，６名の受
講者である。うち４名は研修で学んだ学校ビジョンの作
成手順について，学校で実践したいとの意向を述べてい
る。この傾向からも，本研修で取り上げた学校ビジョン
の形成の考え方とその方法論が，受講者の実践化意識の
形成にも影響を及ぼしていたことがわかる。
　以上のことから，研修内容に関する総括的な自由記述
から見ても，受講生は，本研修内容の主要な内容やその
背景となっている学校組織マネジメントの基本的な考え
方を理解し，管理職のあり方についての認識や具体的な
学校ビジョンの作成について習得したことが示唆されて
いる。とくに本年度力点を置いた学校ビジョン作成演習
は，受講生には大きな影響を及ぼしたことが明確である。
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注
１）本稿において「学校組織マネジメント」とは，学校
組織の特性をふまえかつ内発的な改善力を構築するこ
とをねらいとする学校組織開発理論にもとづく組織マ
ネジメントを指している。つまり，一般的な学校の組
織マネジメントとは区別して用いていることに留意し
ていただきたい。
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